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毎月 15 日は「道民交通安全の日」

No.155 �   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会
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こ
の
度
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会

長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
交
通
安
全
指
導
員
お
よ
び
交
通
安
全
奉
仕
員
の

皆
様
に
は
、
交
通
安
全
運
動
の
推
進
や
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

永
年
に
わ
た
り
街
頭
指
導
や
実
践
活
動
に
ご
活
躍
い
た
だ
い
て

お
り
、
ま
た
、
交
通
安
全
母
の
会
会
員
お
よ
び
一
般
の
個
人
・

団
体
の
皆
様
に
は
、
永
年
に
わ
た
り
子
供
や
高
齢
者
を
始
め
、

地
域
や
職
場
の
交
通
安
全
の
普
及
啓
発
等
に
ご
貢
献
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
、
地
域
住
民
の
交
通
安

全
の
普
及
啓
発
や
交
通
事
故
防
止
等
に
、
多
大
な
ご
貢
献
を
賜

り
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
交
通
事
故
件
数
や
負
傷
者
は
減
少
し
た
と
は
い
え
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
ス
リ
ッ
プ
等
に
よ
る
正
面
衝
突
事
故

や
歩
行
者
を
巻
き
込
む
事
故
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
死
者
数
は

一
昨
年
の
１
９
０
人
よ
り
10
人
多
い
２
０
０
人
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

各
種
交
通
安
全
啓
発
事
業
等
を
実
施
し
、
交
通
事
故
の
減
少
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

特
に
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
多
数
を
占
め
る
高
齢
者
の
事

故
防
止
対
策
や
、
事
故
全
体
の
２
割
を
占
め
る
自
転
車
事
故
の

減
少
の
た
め
適
切
に
対
応
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も

減
ら
す
よ
う
一
層
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
受
賞
さ
れ
た
皆
様
方
に
は
、

今
後
と
も
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
交
通
安
全
運
動
の
推
進
に
、

よ
り
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。
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スマホ手に　車や自転車　事故のもと

振興局別表彰者数
北海道知事表彰 北海道交通安全推進委員会会長表彰

区分

振興局

社会貢献賞
善行賞 小　計

指
導
員
・

奉
仕
員

母
の
会

会
員

一般表彰
小　計

個　人 団　体 個　人 団　体

空 知 0 0 10 10 7 2 0 0 9

石 狩 1 0 15 16 19 4 0 1 24

後 志 0 0 9 9 4 24 0 0 28

胆 振 0 0 4 4 36 23 0 0 59

日 高 0 0 3 3 9 1 0 0 10

渡 島 2 0 11 13 14 0 2 2 18

檜 山 3 0 4 7 2 0 0 0 2

上 川 1 0 11 12 27 2 0 0 29

留 萌 0 0 3 3 1 0 0 0 1

宗 谷 0 0 0 0 8 0 0 0 8

オホーツク 0 1 9 10 8 4 1 1 14

十 勝 0 0 7 7 26 0 8 0 34

釧 路 0 0 3 3 9 0 0 0 9

根 室 0 0 2 2 4 0 0 0 4

計 7 1 91 99 174 60 11 4 249

平成24年 都道府県別
交通事故死者数

ワースト10
順位 都道府県名 死者数

1 愛　知 235

2 北海道 200

2 埼　玉 200

4 東　京 183

5 大　阪 182

6 神奈川 179

6 兵　庫 179

8 千　葉 175

9 福　岡 161

10 静　岡 155

平
成
24
年
度
北
海
道
交
通
安
全 

�

功
労
者
等
表
彰
式

２
月
４
日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札

幌
で
北
海
道
交
通
安
全
功
労
者
等
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
北
海
道
か
ら
は
多
田
健
一
郎

副
知
事
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

か
ら
南
山
英
雄
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
永

年
に
わ
た
り
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
運

動
の
地
道
な
努
力
と
活
躍
に
対
し
て
、
感

謝
と
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
北
海
道
知
事
表
彰
と
し
て
、

多
田
副
知
事
か
ら
北
海
道
社
会
貢
献
賞
を

７
名
（
交
通
安
全
功
労
者
）
１
団
体
（
交

通
安
全
優
良
実
践
団
体
）
に
、
北
海
道
善

行
賞
が
91
名
（
交
通
安
全
実
践
者
）
に
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通

安
全
推
進
委
員
会
会
長
表
彰
と
し
て
、
南

山
会
長
か
ら
交
通
安
全
指
導
員
・
交
通
安

全
奉
仕
員
表
彰
が
１
７
４
名
、
交
通
安
全

母
の
会
表
彰
が
60
名
に
、
交
通
安
全
一
般

表
彰
が
11
名
・
４
団
体
に
授
与
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
来
賓
の
北
海
道
議
会
三
津
丈

夫
副
議
長
、
北
海
道
警
察
本
部
鳥
井
優
二

交
通
部
長
か
ら
お
祝
い
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
北
海
道
社
会
貢
献
賞

を
受
賞
し
た
大
石
橋
順
三
さ
ん
が
お
礼
の

言
葉
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
閉
会
し
ま
し

た
。



3ゆっくり走ろう北海道 2013-3 No.155

道
民
交
通
安
全
の
日

２
月
15
日
、
道

交
通
安
全
協
会
周

辺
で
、
道
民
交
通

安
全
の
日
の
街
頭

啓
発
を
実
施
し
ま

し
た
。

交
通
安
全
対
策

七
者
連
絡
会
議
が

主
体
と
な
り
、
の
ぼ
り
や
手
旗
等
で
道
行
く
人

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

北
海
道
で
は
、
昭
和
59
年
か
ら
毎
月
15
日
を

道
民
交
通
安
全
の
日
と
定
め
、
道
民
総
ぐ
る
み

で
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
行
事
に
参
加
す
る

等
、
日
常
の
中
に
交
通
安
全
意
識
が
定
着
す
る

よ
う
に
、
旗
の
波
運
動
等
の
街
頭
啓
発
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
北
海
道
２
０
１
２

１
月
30
日
、
道

警
13
階
大
会
議
室

で
、
18
回
目
と
な

っ
た
「
セ
ー
フ
テ

ィ
ラ
リ
ー
北
海
道

２
０
１
２
」
の
抽

選
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

昨
年
７
月
１
日

か
ら
10
月
31
日
ま
で
の
４
ヶ
月
間
総
数

２
１
３
、４
４
７
人
の
参
加
者
が
無
事
故
・
無

違
反
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
無
事
故
・
無
違
反
の
達
成
率
は

93
・
５
％
と
な
り
、
交
通
事
故
や
交
通
違
反
を

し
て
し
ま
っ
た
人
の
割
合
は
、
非
参
加
者
に
比

べ
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

抽
選
会
で
は
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
大
賞
が

５
本
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
優
秀
賞
18
本
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ラ
リ
ー
賞
26
本
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ

イ
バ
ー
賞
26
本
、
特
別
賞
１
、８
０
０
本
、
シ
ル

バ
ー
ラ
リ
ー
景
品
３
５
０
本
な
ど
当
選
者
２
、

２
２
５
人
に
ク
ー
ポ
ン
券
、
お
米
券
、
図
書
カ

ー
ド
や
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年　

春
の
推
進
会
議

２
月
14
日
、
道

庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎

２
階
会
議
室
に
お

い
て
、
平
成
25
年

の
交
通
安
全
運
動

の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
北
海
道
、

北
海
道
警
察
等
、

交
通
安
全
の
関
係

団
体
の
担
当
者
が
集
ま
り
、
推
進
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
活
動
の
今
年
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
貴
別

運
動
や
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
街
頭
啓
発
等

に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
、「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

に
向
け
て
、
夜
光
反
射
材
の
活
用
、
一
声
ア
ド

バ
イ
ス
、
高
齢
運
転
者
講
習
へ
の
参
加
促
進
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
自
転
車

走
行
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
へ
の
啓
発
活
動
等
を
通

年
・
期
別
の
運
動
と
し
て
展
開
し
、
交
通
事
故

の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
を
目
指
し
ま

す
。」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
北
海
道
交
通
安
全 

�

母
の
会
研
修
会

２
月
22
日
、
札
幌
市
の
第
二
道
通
ビ
ル
で
平

成
24
年
度
北
海
道

交
通
安
全
母
の
会

研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
北
海

道
交
通
安
全
母
の

会
の
田
西
喜
代
会

長
の
挨
拶
の
後
、

北
海
道
環
境
生
活

部
く
ら
し
安
全
局
道
民
生
活
課
の
吉
泉
丞
交
通

安
全
対
策
担
当
課
長
、
北
海
道
警
察
本
部
交
通

部
の
守
屋
明
浩
管
理
官
、
北
海
道
交
通
安
全
推

進
委
員
会
の
中
村
照
男
筆
頭
副
会
長
か
ら
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
交
通
安
全
協
会
企
画
推
進

部
企
画
安
全
二
課
長
の
佐
藤
正
様
か
ら
「
交
通

安
全
活
動
要
領
」
と
題
し
た
講
話
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
交
通
安
全
ビ
デ
オ
の
上
映
会
を
実
施
し
、

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

新
篠
津
村
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

�

２
０
０
０
日
達
成

新
篠
津
村
は
、

平
成
19
年
７
月
13

日
か
ら
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
継
続
し

て
お
り
、
平
成
25

年
１
月
２
日
午
前

０
時
を
も
っ
て

２
０
０
０
日
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
を
讃
え
、
平
成
25
年
１
月
７
日
に
、
当

委
員
会
か
ら
新
篠
津
村
へ
表
彰
状
と
楯
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

新
篠
津
村
の
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
連
続
日
数
は

石
狩
管
内
で
は
最
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お年寄り　孫のお手本　いい横断

交
通
安
全
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

�

貸
出
し
の
お
知
ら
せ

交
通
安
全
運
動
の
教
育
や
啓
発
に

「
ビ
デ
オ
」「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
の
貸
出
し
を

し
て
い
ま
す
。

使
用
料
は
無
料
で
発
送
費
は
当
委

員
会
負
担
、
返
送
費
は
利
用
者
負
担

で
す
。

【
種
類
】

	

幼
児
・
小
学
生
向
け����������������

65
種

	

若
者
向
け（
中
学
生
以
上
）�����

19
種

	

一
般
向
け��������������������������������

８
種

	

高
齢
者
向
け��������������������������������

26
種

	

運
転
者
向
け��������������������������������

64
種

	

合　
　
　

計��������������������������������

182
種

詳
細
は
当
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

総会のお知らせ
平成25年度 

公益社団法人 北海道交通安全推進委員会 
定時社員総会・理事会

日　時　�平成25年６月６日（木）�
　理事会 13:00〜／総会 14:00〜

場　所　�ホテルポールスター札幌�
　札幌市中央区北４条西６丁目�
　TEL 011-241-9111
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今点けて！　まだ明るいは　もう暗い

特例奨学金【給付金付き】制度 ― 平成25年4月1日スタート ―
対　象　者

交通事故が原因で保護者を亡くしたり、重度の後遺障害が残
った保護者のお子さんで、他の機関・団体等から奨学金の貸付
を受けていない生徒・学生

奨 学 金 額
奨学金は、下表のとおりで無利子貸付

対象学生／奨学金種別 普通奨学金（月額） 入学奨学金
中学生、
中等教育学校生（前期課程）

10,000円から
20,000円の選択制 無　し

公立高等学校生、
中等教育学校生（後期課程）、
高等専門学校生

10,000円から
30,000円の選択制 100,000円

専修学校生 10,000円から
40,000円の選択制 150,000円

私立高等学校生 10,000円から
40,000円の選択制 250,000円

専修学校生（専門課程） 10,000円から
40,000円の選択制 250,000円

返　　　還

特例奨学金【給付金付き】の主な内容
●�貸付を受けた奨学金の70％返還時、残り30％を給付し

返還を完了する
●返還期間は、最長65歳に達する月までとする【最短10年】
●�月返還額は、原則5,000円以上とする【特殊事情は、協

議する】

申し込み方法
在学する学校長を経由し、公益社団法人北海道交通安全推進
委員会まで申込時必要な書類の様式等は、本委員会 HP

【http://www.slowly.or.jp】を参照下さい

申し込み期間
随時受付しておりますのでご相談下さい

【寄附金】
■寄附（4口）敬称略�

住　所 団　体　名 金額（円）

12月
札幌市 植村泰也 2,000 
石狩市 中村照男 3,500 
室蘭市 水元地区交通安全母の会 20,000 

2月 札幌市 植村泰也 2,000

■募金（5口）敬称略	 �
住　所 団　体　名 金額（円）

12月 札幌市 森サイクル 8,000 
恵庭市 認定こども園 つくし幼児園 5,000 

1月 札幌市 小林豊子きもの学院 北海道本部・北海道講師会 300,000 
札幌市 株式会社アペックス 7,513 

2月 室蘭市 室蘭地方中古自動車販売協会 30,000 

【一般募金】
■羽根募金（1口）敬称略�

団　体　名 金額（円）
12月 奈井江町交通安全推進委員会 115,630 

■箱募金（41口）敬称略	 �
団　体　名 金額（円）

12月
名寄地区交通安全協会連合会 6,090
札幌手稲交通安全協会 2,193
北央信用組合栄町支店 3,598

団　体　名 金額（円）

12月

胆振地区交通安全推進協議会 1,957
士幌町生活安全推進協議会 2,387
札幌西交通安全協会 3,666
共和町交通安全運動推進委員会 12,775
千歳地区交通安全協会 4,554
えりも町交通安全推進委員会 4,070
釧路交通安全協会 1,737
檜山地区交通安全推進協議会 3,315
幌加内町交通安全推進委員会 4,211
北海道銀行札幌駅前支店 1,932
室蘭交通安全協会 10,000
釧路市交通安全運動推進委員会 2,017
三笠市交通安全推進協議会 2,759
江別地区交通安全協会 3,163
平取町交通安全推進委員会 11,776
浦河地区交通安全協会連合会 7,933
苫前町交通安全推進協議会 12,268
中札内村地域安全推進協議会 1,186
羽幌地区交通安全協会連合会 2,622
札幌中央信用組合本店営業部 1,000
北央信用組合清田支店 2,190
石狩市交通安全推進委員会 1,939
奈井江町交通安全推進委員会 1,000
静内地区交通安全協会 4,500
富良野地方交通安全協会 1,500
伊達地区交通安全協会 1,500
恵庭市交通安全運動推進委員会 418
留萌地区交通安全推進協議会 1,554
稚内市交通安全推進委員会 2,487
小樽交通安全協会 13,880
社団法人苫小牧地区交通安全協会 4,310
豊頃町生活安全推進協議会 6,074
興部地区交通安全協会連合会 1,744
石狩地区交通安全推進協議会 2,311

1月
滝上町交通安全推進委員会 1,942
深川市交通安全協会 2,500
白老町交通安全町民運動推進委員会 5,850

2月 オホーツク地区交通安全推進協議会 3,006

交通遺児に愛の手を! ありがとうございました。

１月６日　小林豊子きもの学院 北海道本部・北海道講師会

お問い合わせ・相談は、「総務担当グループ」
TEL.011（221）6666まで
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あの道　この道　慣れた道　安全確認　もう一度

地域交通安全実践活動ニュース
50メートルの「旗の波」大作戦
� 宗谷地区交通安全推進協議会
９月28日、北海道宗谷総合振興局と合

同で「旗の波作戦」の街頭啓発を国道40
号沿道で行いました。
これは９月30日の「ゼロを目指す日」

が休日のため、繰り上げて実施したもの
で、例年６月25日の「無事故の日」にも
実施しています。
北海道宗谷総合振興局の他、稚内市、

北海道警察旭川方面稚内警察署、旭川地
区トラック協会稚内支部、稚内地域交通
安全活動推進委員協議会等の協力で約80
名が参加し50メートルを超す旗の波が実
現しました。
「スピードダウン」「シートベルト着
用」「交差点注意」などの幟旗を掲げ、走
行中のドライバーに安全運転を呼びかけ
ました。交通安全推進員の声

自
分
の
命
も
、�

他
人
の
命
も
私
は
守
る
。

最
近
、
交
通
安
全
関
連
の
文

献
で
「
自
分
の
命
は
、
自
分
で

守
る
。」
と
言
っ
た
セ
ン
テ
ン

ス
が
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
使

わ
れ
る
様
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

以
前
は
余
り
見
受
け
な
か
っ
た

の
で
す
が
。

所
謂
「
自
己
責
任
」
と
言
う

事
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に

そ
の
通
り
な
の
で
し
ょ
う
。
交

通
が
危
険
だ
と
認
識
し
、「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
。」
と

言
っ
た
意
識
を
、
１
人
１
人
が

持
つ
こ
と
は
交
通
事
故
防
止
の

為
に
、
最
も
基
本
的
で
大
切
な

要
件
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
言
葉
を
見
る
た
び
に
私
は

「
ギ
ス
ギ
ス
し
た
世
知
辛
い
世

の
中
に
な
っ
た
物
だ
。」
と
感

じ
て
し
ま
い
ま
す
。

先
の
東
北
大
震
災
以
来
、

「
絆
」
と
い
う
言
葉
が
一
世
を
風

靡
し
、
そ
の
年
を
代
表
す
る

「
一
字
」に
な
り
ま
し
た
。「
絆
」

は
同
情
や
、
感
傷
だ
け
で
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
自
分
同
様
に

他
人
に
も
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
、

お
互
い
の
大
切
さ
に
つ
い
て
共

感
す
る
事
が
出
来
て
、
初
め
て

結
ば
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
他
人
の
命
も
自
分
の
命

と
同
様
に
大
切
な
も
の
で
あ
り
、

そ
の
命
へ
の
尊
厳
の
気
持
ち
を

し
っ
か
り
認
識
す
る
事
が
第
一

歩
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

従
っ
て
、
車
を
運
転
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
車
が
人
の
「
命
」

を
奪
う
に
十
分
な
威
力
を
持
っ

た
「
凶
器
」
で
あ
る
事
を
認
識

し
た
上
で
、
決
し
て
他
人
の
命

を
奪
う
事
の
な
い
よ
う
、
細
心

の
注
意
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、「
自
分
の
命
も
他

人
の
命
も
、
私
は
守
る
。」
の
自

覚
を
持
っ
て
。

宗谷地区

水口　　徹

実施期間 4月6日（土）～4月15日（月）実施期間 4月6日（土）～4月15日（月）

運動の
重点

［全道統一行動日］4月6日（土）セーフティコール ［交通事故死ゼロを目指す日］4月10日（水）

実施期間 4444月月6日日（（（土土土土土）））） 4～4～～44月月115日日（（ ））月）（
春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動平

成
25
年

❶高齢者の交通事故防止
❷スピードの出し過ぎ防止
❸全ての座席のシートベルト・チャイルドシートの正しい着用
❹飲酒運転の根絶

「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
実
践
」と�

�

早
め
点
灯
の
浸
透
・
定
着
へ

私
も
、昨
年
で
高
齢
運
転
者
の
仲
間
入
り

を
し
た
の
で
、
長
距
離
運
転
を
極
力
控
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
先
日
久
々
に
札
幌

ま
で
行
く
機
会
が
あ
り
、
車
で
出
か
け
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
冬
の
高
速
道
路
で
の

運
転
に
少
し
緊
張
し
な
が
ら
、
帰
路
の
道
央

自
動
車
道
を
運
転
し
て
い
る
時
の
出
来
事

で
す
。

こ
の
日
は
曇
り
空
で
午
後
４
時
を
過
ぎ

た
頃
に
は
、
夕
暮
れ
と
言
う
よ
り
も
夜
間
に

近
い
暗
さ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
苫
小
牧
西

イ
ン
タ
ー
を
過
ぎ
た
頃
、
後
方
か
ら
猛
ス
ピ

ー
ド
で
２
台
の
車
が
私
を
追
い
越
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
車
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
け

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
追
い
越
さ
れ
る

ま
で
後
ろ
か
ら
車
が
近
づ
い
て
き
た
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
頃
、
市
街
地

を
運
転
し
て
い
る
時
に
も
夕
暮
れ
時
期
に

「
無
点
灯
車
」
を
多
く
目
に
し
ま
す
が
、
街

路
灯
等
で
あ
る
程
度
車
の
確
認
は
出
来
ま

す
。
し
か
し
、
暗
や
み
で
街
路
灯
の
な
い
高

速
道
路
で
の
「
無
点
灯
車
」
に
追
い
越
さ
れ

た
時
の
恐
怖
心
は
別
次
元
の
も
の
で
し
た
。

「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
実
践
」
運
動
も
、
既
に

10
年
以
上
を
経
過
し
、
今
で
は
「
７
大
セ
ー

フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
つ
と
し
て
広

く
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
実
施

率
は
全
体
で
７
〜
８
％
前
後
、
一
般
車
で
は

２
〜
３
％
程
度
と
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
高
齢
歩
行
者
の
死
亡

交
通
事
故
が
多
く
発
生
す
る
時
間
帯
は
、

16
時
台
か
ら
19
時
台
の
薄
暮
時
間
に
か
け

て
、
一
番
多
く
発
生
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。

「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
実
践
」
と
早
め
の
点
灯
の
運

動
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
の
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
歩
行
者

の
保
護
と
交
通
事
故
防
止
の
面
か
ら
も
、
大

き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
一
層
の
浸
透
・
定
着
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

追
伸
、
高
速
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
を
過
ぎ
る

と
「
消
灯
確
認
」
の
看
板
を
目
に
し
ま
す
。

「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
」
運
動
を
推
進
し
て
い
る
者

と
し
て
、
そ
の
看
板
に
違
和
感
を
持
つ
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

胆振地区

加藤　文夫
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弟
子
屈
町
は
、
北
海
道
の
東
部
に
あ
る

釧
路
川
上
流
部
に
位
置
し
、
阿
寒
国
立
公

園
の
面
積
の
56
㌫
を
占
め
世
界
有
数
の
透

明
度
を
誇
る
神
秘
の
湖
、
摩
周
湖
を
は
じ

め
と
し
て
、
屈
斜
路
湖
、
硫
黄
山
な
ど
数

多
く
の
風
光
明
媚
な
景
勝
地
を
有
し
て
お

り
、
ま
た
、
温
泉
地
と
し
て
も
名
高
く
、

年
間
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
自
然
豊
か

な
農
業
と
観
光
産
業
を
中
心
と
し
た
、
人

口
約
８
千
１
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
す
。

一
方
、
交
通
環
境
は
、
幹
線
で
あ
る
国

道
３
路
線
が
重
複
す
る
拠
点
地
域
で
あ
り
、

一
年
を
通
じ
て
観
光
、
物
流
に
よ
る
大
型

車
両
の
往
来
が
非
常
に
多
く
、
夏
の
行
楽

期
に
は
レ
ン
タ
カ
ー
や
バ
イ
ク
に
よ
る
美

幌
峠
や
阿
寒
横
断
道
路
で
の
交
通
事
故
が
、

特
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
昨
年
か
ら
美
幌
町
と
弟
子

屈
町
の
関
係
機
関
・
団
体
が
一
同
に
介
し

美
幌
峠
に
お
い
て
交
通
安
全
啓
発
活
動
を

合
同
実
施
し
行
政
区
を
越
え
た
交
通
安
全

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
峠
付
近
に
所
在
す
る
和
琴
小

学
校
で
は
、
交
通
安
全
教
育
の
一
環
と
し

て
、
児
童
手
作
り
の
し
お
り
と
併
せ
一
緒

に
撮
影
し
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
写
真
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
通
じ
、
自
ら
の
交
通
安
全

意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ

バ
ー
も
児
童
の
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
に

笑
顔
で
応
え
安
全
運
転
に
留
意
し
て
ま
す
。

各
機
関・団
体
と
の 

�

協
力
体
制
の
充
実

当
町
の
交
通
安
全
対
策
は
、
弟
子
屈
町

交
通
安
全
推
進
協
議
会
、
弟
子
屈
町
交
通

安
全
協
会
、
弟
子
屈
町
交
通
安
全
指
導
員

会
が
連
携
し
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死
〜
め

ざ
せ
安
全
で
安
心
な
弟
子
屈
町
〜
」
を
年

間
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
弟
子
屈
警
察
署

の
協
力
の
下
、
期
別
運
動
に
併
せ
自
治
会

を
中
心
と
し
た
早
朝
啓
発
や
交
通
安
全
指

導
員
に
よ
る
パ
ト
ラ
イ
ト
作
戦
、
関
係
機

関
・
団
体
の
連
携
に
よ
る
旗
の
波
街
頭
啓

発
活
動
を
展
開
し
町
民
の
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

町
民
へ
の
交
通
安
全
啓
発

交
通
安
全
教
育
で
は
、
町
交
通
安
全
担

当
者
や
警
察
署
員
、
交
通
安
全
指
導
員
に

よ
り
幼
児
か
ら
高
齢
者
を
対
象
に
行
っ
て

お
り
、
模
擬
信
号
機
を
利
用
し
た
交
通
ル

ー
ル
や
ダ
ミ
ー
人
形
に
よ
る
衝
突
実
験
、

自
転
車
走
行
訓
練
な
ど
を
通
じ
悲
惨
な
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
交
通
安
全
教

育
の
充
実
に
務
め
て
い
ま
す
。

毎
年
、
12
月
に
は
、
地
域
・
職
場
で
の

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
安
全
運
動

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
町
民

交
通
安
全
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
の
割
合

が
半
数
を
占
め
、
更
な
る
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
は
、
夜
光
反
射
材

普
及
活
動
の
一
環
と
し
て
、
釧
路
地
区
交

通
安
全
推
進
協
議
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

夜
光
反
射
材
実
演
会
を
行
い
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
に
反
射
材
を
配
布
し
ま
し
た
。
暗

転
し
た
会
場
で
は
、
反
射
材
の
効
果
が
披

露
さ
れ
訪
れ
た
参
加
者
は
納
得
し
た
様
子

で
し
た
。
今
後
よ
り
一
層
の
普
及
が
期
待

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
２
月
に
は
弟
子
屈
警
察
署
と
連

携
し
事
業
所
や
高
齢
者
を
対
象
に
特
設
会

場
で
冬
道
の
運
転
技
術
講
習
会
開
催
し
、

危
険
運
転
の
抑
止
に
よ
る
安
全
運
転
の
励

行
を
推
進
し
交
通
事
故
の
な
い
「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

いそぐほど　きけんは近くに　やってくる

弟
子
屈
町

（
釧
路
総
合
振
興
局
）

①

観
光
地
を
抱
え
た
街
の
交
通
安
全
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ベルトした？　みんなしたよが　合言葉

新
冠
町
は
北
海
道
の
南
部
、
日
高
管
内

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
側
に
は
新
ひ

だ
か
町
、
西
側
に
は
日
高
町
と
面
し
て
お

り
、
北
側
に
は
「
日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公

園
」
の
主
峰
、
幌
尻
岳
（
２
、０
２
５
ｍ
）

を
擁
す
る
日
高
山
脈
を
境
界
と
し
十
勝
地

方
に
連
な
り
、
南
側
は
太
平
洋
に
面
し
て

お
り
ま
す
。

面
積
は
５
８
５
・
８
８
ｋ
㎡
で
、
そ
の

75
％
が
山
林
で
占
め
て
お
り
、
気
候
は
海

洋
性
気
候
に
属
し
年
間
平
均
８
・
５
℃
で

夏
は
涼
し
く
、
冬
は
降
雪
が
少
な
く
年
間

を
通
し
て
過
ご
し
や
す
い
気
候
条
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
に
御
料
牧
場
と
し
て
宮
内
省

が
所
管
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
農
業
と
と

も
に
軽
種
馬
の
生
産
が
盛
ん
で
「
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
の
ま
ち
」
と
し
て
、
ハ
イ
セ
イ
コ

ー
や
ナ
リ
タ
ブ
ラ
イ
ア
ン
を
始
め
数
多
く

の
有
名
競
争
馬
を
輩
出
し
て
き
た
と
と
も

に
、
20
世
紀
の
偉
大
な
音
楽
遺
産
で
あ
る

レ
コ
ー
ド
の
収
集
を
目
的
と
し
た
、「
レ
・

コ
ー
ド
館
」
を
建
設
し
「
レ
・
コ
ー
ド
な

町
」（
癒
し
の
故
郷
）
を
テ
ー
マ
に
町
づ
く

り
に
取
組
み
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

町
の
交
通
安
全
運
動
の
取
組

交
通
安
全
対
策
の
取
組
は
、
新
冠
町
交

通
安
全
推
進
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
関

係
機
関
・
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

期
別
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
は
、

児
童
生
徒
の
通
学
路
で
巡
視
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
交
通
安
全
指
導
車
に
よ
る
巡

回
広
報
等
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
す
る
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
等
の

注
意
喚
起
を
行
う
た
め
車
両
30
台
に
よ
る

一
斉
パ
ト
ラ
イ
ト
作
戦
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
各
小
学
校
や
認
定
こ
ど
も
園
で

行
う
交
通
安
全
教
室
等
に
積
極
的
に
協
力

す
る
と
と
も
に
、
道
の
駅
や
児
童
施
設
、

高
齢
者
福
祉
施
設
等
に
出
向
き
啓
発
グ
ッ

ズ
等
を
配
布
し
町
民
の
交
通
安
全
意
識
の

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
死
亡
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

平
成
24
年
９
月
23
日
で
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
１
、０
０
０
日
を
達
成
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
、
平
成
24
年
12
月
７

日
に
町
内
の
国
道
に
お
い
て
死
亡
事
故
が

発
生
し
記
録
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

全
て
の
歩
行
者
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
交
通
安

全
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
継
続

し
た
啓
蒙
活
動
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
死
亡
事
故
の
発
生
日

を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
、
死
亡
事
故
だ
け

で
は
な
く
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、

永
続
し
た
交
通
安
全
の
推
進
に
努
め
積
極

的
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
冠
町

（
日
高
振
興
局
）

②

町
民
と
と
も
に
取
組
む 

継
続
し
た
交
通
安
全
運
動
の
推
進
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◆ ◆ ◆ ◆ ◆
交通事故死
ゼ ロ 日 数
顕 彰
◆ ◆ ◆ ◆ ◆

石狩地区..................................... 千歳市 オホーツク地区......................... 小清水町

1月
2000日▶�新篠津村

1500日▶�泊村

  700日▶�歌志内市、真狩村

  500日▶�中富良野町、�

豊富町、湧別町、

足寄町

2月
2000日▶�黒松内町、松前町、

猿払村、興部町

  700日▶�当麻町

  500日▶�白老町、木古内町、

鹿部町、中川町

  300日▶�函館市	

3月
1000日▶�浦幌町

  500日▶�東神楽町、�

佐呂間町、�

中札内村

  300日▶�三笠市、千歳市、�

留萌市

置戸町内の交通事故死ゼロの日数が５月２
日で連続3500日に達し、記念の住民大会が５
月10日に置戸町中央公民館で開かれました。

大会には、町民80人ほどが参加し、道知事
感謝状などが井上町長に伝達されました。参
加者を代表して町老人クラブ連合会会長など
が交通安全を心がけることを宣言し、誓いを
新たにしていました。

幌加内町では９月、秋の行楽シーズンや収穫時期
による交通量の増加、日没時間の急激な早まりによ
る交通事故の防止を図るため、町内各小・中・高等
学校及び商工会による街頭啓発が実施されました。

街頭啓発では、士別警察署・交通安全指導員の協
力のもと通行車両への交通安全物資の配布や交通
安全旗による「旗の波」の実施により、道行くドラ
イバーへの交通安全を呼びかけました。

オホーツク地区............................ 置戸町 上川地区.................................. 幌加内町

釧路市は昨年11月に釧路管内鶴居村でレン
タカー利用の台湾人観光客３人が死亡した事
故を受け、冬季の観光客の交通事故防止を目
的とした冬道運転体験コースを新設しました。

でこぼこ道、アイスバーン、わだち道での
ハンドル操作の難しさや急ブレーキの滑り具
合などが体験できるため、冬道に不慣れな観
光客の事故防止が期待できます。

函館市では，年間を通じ高齢者の交通事故
防止対策の一環として、一人ひとりの靴に夜
光反射シールを貼らさせていただく活動に取
り組んでいます。

老人クラブや町会をはじめ、福祉センター
や総合病院待合所において、夜光反射材の効
果を説明しながら行うとともに、交通安全へ
の意識向上を呼びかけています。

釧路地区..................................... 釧路市 渡島地区..................................... 函館市


